
　「公益社団法人　被害者支援センターやまなし」は、犯罪や事故等の被害者やそのご家族、ご遺族に対して、精
神的なケアを行うなど、被害者の方の早期の立ち直りを支援するとともに、県民全体に被害者等に対する思いや
りを広める活動を通して、安心・安全な社会づくりを目的とする団体です。

第37号
令和4年3月

被害者支援センターやまなし

山梨県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体

公益社団法人

支援

活動

広報

啓発

● 電話（メール）相談・面接相談

● カウンセリング　● 法律相談　● 自助グループ活動

● 警察、検察庁、裁判所、行政機関等への付き添い　等

● 講演会

● 街頭広報　等



当センターの令和3年度、9月以降の活動を紹介します。

　 毎 年11月25日 か ら12月1日 ま

での1週間は「被害者支援週間」と

定められ、集中的な啓発事業等を

実施しています。被害者支援セン

ターやまなしにおいては、全国的

に子供等が被害者となる悲惨な交

通事故（犯罪）が多発していること

から、12月1日に山梨県立図書館

イベントスペースにおいて、「虹の

架け橋推進事業」共同募金の配分

を受け「交通事故被害者支援シン

ポジウム」を開催しました。

　2名の遺族からは、「交通事故（犯罪）の悲惨さや平

穏な生活への復帰の難しさ」、弁護士からは、「交通事

故（犯罪）後の対応や被害者支援対応」、教育担当者か

らは、「安全教育の現状と推進」、交通担当者からは、

「交通事故の現状と交通安全対策」の意見が述べら

れました。更に各シンポジストの意見が交わされま

した。

　最後に、各シンポジストサイドを含め他の関係機

関が連携して交通事故（犯罪）を無くして行くことが

重要であると集約されました。

　命の大切さを学ぶ授業は、県内の中学生高校生を
対象に犯罪等で大切な方を亡くされた遺族による講

演会を開催し、犯罪被害者等の犯罪から受けた様々
な痛み、生命の大切さ等への理解を深めることで、将

来の社会を担う中学生高
校生の間に、犯罪被害者等
に対する配慮や協力を涵
養させ、罪を犯してはなら
ないという規範意識の向
上を図るものであります。
　本年度は中学校1校、高
等学校4校、高等支援学校
1校で実施しました。
　聴講した多くの生徒や
保護者から感想をいただ
きました。今後も継続して
行っていきます。

■命の大切さを学ぶ授業の開催

山梨県立山梨高校

■交通犯罪被害者支援シンポジウムの開催

2

あなたの思いやりを　第37号



■かいさぽももこ専門家研修の開催

■ボランティア支援員候補者養成講座開催

　やまなし性暴力サポートセンター（かいさぽももこ）
では、令和4年1月13日（木）・14日（金）の2日間、専門
家研修会を開催しました。これは、性暴力被害者が早
期に回復して頂くために、関係機関で支援に携わる専
門家の方々が被害者を理解して適切な支援を行わな
ければならないことから、専門家の方々を対象に開催
したものです。
　 性犯罪性暴力被害者支援にかかわる産婦人科医、
精神科医、看護師、弁護士、臨床心理士、警察官ら専

　 センターの相談員や支援員
は、研修や講座等を受講して個
人のスキルアップを図り、支援の
質の向上を目指しています。
　 令和3年11月2日令和4年2月
20日までの間、令和3年度ボラ
ンティア支援員第13期生候補者
養成講座を開催し、ボランティア
支援員を希望する方々が熱心に
聴講し、ロールプレイ等を経験し
ました。

門職が参加し、講師としてN PO法人レジリエンス共同
代表の中島幸子氏・西山さつき氏のリモートによる講
義としました。
　講義内容は、「性暴力被害者がおかれる状況、その
症状と特徴、解離がもたらす生きづらさ」であり、会場
参加やリモート参加の方々からは、質問等も多数あ
り、被害者の状況と特徴等についてより深く理解でき
たとして、今後の関係する性暴力被害者の支援に役立
てたいと感想がありました。
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　 当センターの三澤
聡相談員が10月8日㈮
に「全国犯罪被害者支
援フォーラム2021」に
おいて犯罪被害者功
労者表彰 栄誉章を受
賞しました。三澤相談
員は、センター設立発
足よりボランティア支
援員として活動し、セ
ンターの人材基盤の確立のため率先して研修会等を計
画し支援員の指導教養に務めてきました。平成30年か
らは支援局長に就き、大きな成果を上げ活躍中です。
　おめでとうございます。

犯罪被害者支援功労者表彰 

栄誉章受賞

　令和3年10月4日、J R甲府駅前・ペデストリアンデッ
キで、「 犯罪被害者支援の日」に因みまして犯罪被害
者支援活動キャンペーンを実施しました。
　「犯罪被害者支援の日」は、犯罪被害者支援活動
のきっかけとなった「シンポジウム」の開催日を平成15
年に定めたものであり、犯罪被害者支援活動等につい
て理解を深めていただくことを目的としています。

実施日 実　施　事　項

９
月

16日 県警犯罪被害者支援専科（16・17日）講師派遣
17日 犯罪被害者支援全国経験交流集会リモート参加
27日 臨床心理士会「犯罪被害者支援部会」オンライン講話

10
月

1日 サポートセンターの実質24時間対応開始（コールセンター対応）
4日「犯罪被害者支援の日」広報活動
6日 県警メイプル支援員研修講師派遣
8日 全国ネットフォーラム（オンライン）参加
9日 全国ネットワーク分科会（オンライン）参加（9・10日）

15日 全国ネット関東甲信越事務局長会議オンライン参加
20日 令和3年度犯罪被害者支援講座「入門編」開催
25日 山梨県犯罪被害者支援連絡協議会参加

11
月

6日 女性の安全と健康のためのオンライン研修R・SANEコース研修参加
8日 鰍沢警察署犯罪被害者支援連絡協議会講師派遣
9日 警察庁教養厚生課による被害者支援ヒアリング対応

21日 臨床心理士会子育て支援委員会公開オンライン研修会参加
22日 大月警察署犯罪被害者支援連絡協議会講師派遣
29日 被害者支援事業協定締結式（上野原警察署）

12
月

1日 令和3年度交通犯罪被害者支援シンポジウム開催
2日 交通事故で家族を亡くした子どもの支援に関するシンポジウム参加
3日 全国ネット自助グループファシリテーター育成研修参加（3・4日）
4日 レジリエンス「SAFER研修」参加（4・5日）

8日 赤い羽根共同募金運動参加
被害者支援4者（弁護士会、県警、法テラス、支援センター）協議会参加

11日 レジリエンス ファシリテーター養成オンライン研修参加
12日 レジリエンス 解離当事者を支援の養成オンライン講座参加
16日 甲府刑務所（交通）被害者の視点を取り入れた講話

20日 日本財団助成事業監査受監
司法修習生選択型実務修習講師派遣

１
月

13日 性暴力被害者支援に係る専門家研修会開催（13・14日）
16日 NPOレジリエンストラウマリモート研修

29日 レジリエンスファシリテーターオンライン研修参加
（1/29・30、2/26・27、3/12・13日）

２
月

9日 PTSD対策専門家オンライン研修参加（9・10日）
19日 SAFERプログラムオンライン研修参加
26日 関東・甲信越ブロック質の向上オンライン下半期研修参加（26・27日）

３
月

7日 第3回理事会開催
8日 南アルプス市子どもの村小中学校講師派遣

28日 令和3年度活動報告会
●被害者支援事例検討会 実施
　9/15、10/14、11/9、12/15、2/14、3/16
●「命の大切さを学ぶ授業」実施
　10/22・桃花台学園、 11/29・上野原高校、 2/9・農林高校、 
　3/10・富士北陵高校
●ボランティア相談員13期候補者養成講座
　11/2、11/16、12/9、12/21、1/12、1/19、2/20
●犯罪被害者自助グループ「ゆるら」会合開催支援
　9/24、10/28、11/18、12/22、2/18、3/18

令和3年9月から令和4年3月の活動令和3年9月から令和4年3月の活動

被害者支援の日 街頭キャンペーン被害者支援の日 街頭キャンペーン  
JR甲府駅前
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甲府安全運転管理者協議会
南甲府安全運転管理者協議会
南甲府署管内銃砲保安協会
国際交流南アルプス地域連絡協議会
南アルプス警察署管内鉄砲保安協会
韮崎甲斐警察官友の会
北杜安全運転管理者協議会
富士吉田察署管内建設業防犯協議会
富士吉田警察銃砲保安協会
富士吉田安全運転管理者協議会
大月警察署建設業防犯協議会
国際交流上野原地域連絡協議会

朝比奈フミコ
木 戸 隆 博
櫻 林　 信
佐 々 木 由 紀
髙 野 弘 幸
武 井 善 人
田 村 裕

古 屋 政 博
三 澤 聡
三 森 正 光
山 村 美 樹
山 本 和 美
若 月　 誠

㈱天野建築設計事務所
㈱ケーブルネットワーク大月
タカムラ建設 ㈱
原税務会計事務所

赤 岡 和 代
阿 部 水 穂
飯 窪 美 鈴
海 野 　 錦
岡 野 尚 子
小 澤 啓 子
川 口 守 弘
櫻 林 　 信
清 水 祐 介
内 藤 　 譲

中 込 慎 也
羽 田 利 浩
平 塚 真 美
藤 田 貴 仁
松 澤 美 世
山 村 和 之
若 月 　 誠
若 月 健 太
若 林 　 光

㈲八田電装
（一社）山梨県建設業協会
㈱ウエノ
㈱芙蓉
ジット㈱
原税務会計事務所
㈲三栄観光

山梨県警察華道部
北杜スポーツ協会さくらバ
レーボール連盟

バナー広告寄付企業
㈱テレビ山梨
山梨トヨペット㈱
山梨トヨタ自動車㈱
山梨交通㈱
山日YBSグループ
富士急行㈱
山梨中央銀行
山梨県遊技業協同組合
㈱ハートフルスタッフ

　使用済みで廃棄される予定のプリンターのイン
クカートリッジを回収、再利用して得られる収益
の一部を犯罪被害者支援に寄付する活動を始め
る協定締結式が11月29日に行われました。
　協定を結んだのは、上野原警察署犯罪被害者
支援連絡協議会、ジット株式会社、被害者支援セ
ンターやまなしの3者であり、使用済みのインクカ
ートリッジを回収するのは、上野原警察署犯罪被
害者支援連絡協議会の会員である企業等117団
体で各団体が窓口などに回収箱を置いて社員な
どに回収を呼びかける。

犯罪被害者支援教育アプリをリリース

無料ダウンロードはこちらから
1. スマートフォンで上の2次元コードを読み取ってください。

2. 「こころちゃん」アプリのダウンロード画面が表示されるので

「入手」または「インストール」をタップしてください。

3. 画面の案内に従ってパスワード等を入力してください。

4. ホーム画面にダウンロードしたアプリが表示され使用できる

ようになります。

被害者支援事業協定締結

●犯罪被害の話をアニメー

ションでわかりやすく。

●子ども 大人 保護者・先生

向けに3つのカテゴリーに

わけて学べる。

●被害者支援相談員の手記

を紹介。

など

あなたの思いやりが被害者を支えています。ご協力感謝申し上げます。

警察・諸団体法人賛助会員

個人賛助会員

法　人　寄　付

個　人　寄　付

各種団体寄付

バナー広告寄付

令和3年9月4日から令和4年3月14日までの間に、会費や寄付金のご協力をいただいた方々です。（敬称略・順不同）

匿名を希望されている方の
お名前は掲載していません。

（公社）全国被害者支援ネットワーク

事件・事故の被害による影響と
支援・相談体制について知ってみませんか
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URL  http://sien-yamanashi.com　　　MOBILE  http://sien-yamanashi.com/m/

Email  sien-yamanashi@comet.ocn.ne.jp

事務局:〒400-0031 甲府市丸の内2-28-15 キクヤビル1F　TEL・FAX 055（228）8639
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被害者支援センターやまなしからのお願い !被害者支援センターやまなしからのお願い !


